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９月 18 日奈良県名阪スポーツランドで開催された MFJ 全日本スーパーモト選手権第 5 戦に参戦しました。 

台風 14 号の影響で 17 日の前日練習日から雨。ただ、１7 日は小雨だった為ダートは締まってむしろ走り易

い状態でした。 

 

左から名阪名物のテーブルトップ、フラット路面のロングダートストレート、ターマックへ向かう急な下り 

 

18 日の決勝日、夜に降り続いた雨で路面状況は一変 

 

転倒せずに戻ってくるのも大変な状況に。 



公式練習はなんとか転倒せずに終え予選タイムアタック。 

時間が短い為 2 周しかタイムアタックが出来ません。1 周目ロングストレートの後半に轍にフロントタイヤを

取られて転倒。あと 1 周でタイムを出さなければならない状況で 2 周目、ダートはうまくこなしたと思ったと

ころでターマックに出る急坂出口のギャップで転倒。結局アタックできないまま 22 台中 21 番手で予選を終え

ます。 

2 回目の転倒でフロントのブレーキマスターシリンダータンクのステーが折れてしまいます。ガムテープで応

急処置をしてヒート１。転倒の記憶を引きずって気持ちを高められませんが、レースは始まります。 

スタートで１台に抜かれ最後尾になるもダート入り口で 2 台が目の前で転倒。ベストラインを塞がれますが

なんとか避けて 20 番手。 

 

その後数台の転倒を交わしまた、転倒から復帰した車両に抜かれたりと目まぐるしく順位の変わっていく中

なんとか無転倒でチェッカー。 



 

ヒート１は予選順位からは上げたものの 17 位でノーポイントになってしまいます。 

 

お昼を挟みヒート 2。 

雨は止んでダートも轍は残るもののだいぶ走り易い状況になりますが、苦手意識が先行してしまい改善した

路面状況に対応しきれません。こうなると全周土を引っぱってスリッピーになっているとはいえ、得意なはず

のターマック路面も攻め切れません。 

レースは相変わらず転倒者が多く転倒者を交わしたりそのライダーに抜かれたり状況を覚えきれない程の展

開の中いつの間にか(？)終了。結果的にはヒート１から２つ順位を上げて１５位で1ポイントですが獲得できま

した。 



 

今回は完璧に気持ちが負けてしまい完全に攻め切れないままレースを終えてしまいました。 

次回最終戦は得意なスポーツランド SUGO。気持ちを切り替えて今シーズン達成できていない入賞を目標に

挑みたいと思います。 

引き続き応援、サポートよろしくお願いします。 

 


